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環境問題と心理学

　気候変動は，人類が直面する重要
な課題のひとつである。読者の方々
にとっても，豪雨災害や夏の猛暑な
ど，日常生活の中でその影響を実感
する機会が増えているのではない
だろうか。こうした環境問題への取
り組みには，自然科学の知見に加え，
人々の意識や行動を理解する心理学
的な視点が求められる。なぜならば，
科学的な事実が明らかでも，人々が
その解決に向けた行動を実際にする
かどうかは，多様な心理的要因に左
右されるからである 1。
　環境心理学は，人と環境の相互作
用に注目し，人々にとってより良い
空間の設計から，自然環境と人間と
の関係改善を扱う領域として発展し
てきた2。なかでも，自然環境の維持
や保全のためのごみ減量，リサイクル，
節電・節水などの環境配慮行動につ
いては，行動に至る心理過程を解明す
る研究蓄積をもとに実践的な介入も
行われている。これらの行動は，自然
環境の汚染，資源問題など，その原因
と対策の効果が人々にとって比較的
わかりやすい問題に対応している。

気候変動に対するアプローチ

　一方で，気候変動は，原因と結果
の関係が複雑で，問題の全体像を直

感的に捉えることが難しい。また，責
任が個人や特定の集団ではなく社会
全体に分散しているため，人々に行
動を促すには多様な意思決定の過程
を理解する必要がある。気候変動は
1980年代には深刻な問題として広く
認識され，現在は温暖化の進行とその
原因が人類の活動にあることが科学
的根拠とともに示されている3。しか
し，「気候変動は，本当なのか？」「自
分の生活に影響があるのか」といった
疑問を抱く人は少なくない。こうした
受け止め方の違いを説明するため，ス
ペンス4らは「気候変動の心理的距離
（psychological distance of climate 

change）」という考え方を示した。心
理的距離とは，ある出来事を自分から
どれだけ近いか／遠いかと感じる程
度を指す。「遠い将来の話で，自分が
生きているうちはあまり影響がない」
と感じる場合，心理的距離は大きいと
いえる。危機の認識は場所や経済状
況などさまざまな要因によって異なり，
効果的な対策を進めるには，人々の認
識の差とその背景を解き明かすことが
出発点であり，心理的距離はその手が
かりとして研究が進められている5。

課題と今後の展望

このように，気候変動に関する研究
が進められているが，既存の研究成果
は欧州や北米など西洋文化圏のもの

が多く，そのほかの地域を対象とする
知見は限られている。環境保全を目
指す上では，普遍的な心理を探ること
に加えて，地域ごとの価値観や文化を
無視することはできない。例えば，プ
ラスチックごみ削減行動に関する日
本・マレーシア比較研究6では，信仰
や文化にもとづく環境観が行動に影
響していることが示された。こうした
文化や社会的背景は，環境配慮行動
の理解と促進において無視できず，気
候変動のような抽象的で複雑な課題
に取り組む上でも重要であると考えら
れる。今後の研究では，主要な理論
とあわせて，文化的背景に根ざした多
様な価値観や行動様式にも目を向け
ていく必要があるだろう。多様性を
反映した知見を積み重ねていくために
も，まずは日本やアジアからの研究成
果をより発信していくことが大切だと
感じている。人と自然環境の関係を
いかに捉え，維持・再構築していくか
を探る探究は，これまで人々の環境意
識・行動の向上や環境負荷低減に貢
献してきた。気候変動問題においても，
対策へ結びつける難しさに向き合いな
がら，果たしうる，そして果たすべき役
割は大きいと考える。心理学は，人々
に気候変動への適切な認識と行動を
促し，持続可能な社会を実現するため
に重要な役割を果たしていくと信じて，
これからも研究を続けていきたい。
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